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平
成
29
年
3
月
8
日
、
盛
岡
市
の
「
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
で

総
代
総
数
2
9
6
名
中
2
8
7
名
（
本
人
出
席
1
9
5
名
、
書
面

出
席
91
名
、
代
理
出
席
1
名
）
の
出
席
の
も
と
、
臨
時
総
代
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
工
藤
忠
義
組
合
長
が
「
昨
年
は
台
風
10
号
に
よ
り
沿

岸
地
域
を
中
心
に
、
農
業
関
係
の
み
な
ら
ず
、
家
屋
の
損
壊
、
土
砂

崩
れ
に
よ
る
集
落
の
孤
立
、
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
非
常
に
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
方
々
に
お
悔
み
を
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
損
害
評
価
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
政

府
は
今
国
会
に
収
入
保
険
の
導
入
お
よ
び
N
O
S
A
I
制
度
の
見
直

し
に
関
す
る
法
案
を
提
出
し
ま
す
。
収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
に
よ

る
減
収
に
加
え
、
価
格
下
落
な
ど
も
含
め
た
農
業
収
入
全
体
を
補
償

す
る
制
度
で
あ
り
、
施
行
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
は
共
済
関
係
者
・

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
得
て
取
り
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

家
畜
共
済
の
掛
金
率
を
県
下
一
律
に

全
議
案
を
可
決

総代数 296名
本人出席 195名
書面出席 91名
代理出席 1名
出席者合計 287名

臨時
総代会
開 催
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た
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
、
一
関
市
の
菊き
く

地ち

悟ご

悦え
つ

総
代
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
果

樹
・
家
畜
共
済
の
賦
課
方
法
の
設
定
・
変
更
や
、
家
畜
共
済
事
業
の

危
険
段
階
に
か
か
る
掛
金
率
設
定
な
ど
７
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
７
地
域
セ
ン
タ
ー
で
異
な
っ
て
い
た
家
畜
共
済
の
掛
金

率
が
県
下
一
律
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
農
家
個
々
の
被
害
率
を
よ
り

反
映
さ
せ
た
掛
金
率
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
故
防
止
に
努

め
て
い
る
畜
産
農
家
ほ
ど
、
よ
り
安
い
掛
金
で
家
畜
共
済
の
補
償
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

臨時総代会提出議案
議案第1号
定款の一部変更について
　…地域センターの住所表記の訂正
 
議案第2号
果樹共済の賦課方法の設定について
　…全相殺方式の事務費賦課額の設定
 
議案第3号
家畜共済の賦課方法の変更について
　…家畜共済事務費賦課額の設定方法を県下で統一

議案第4号
家畜共済危険段階別共済掛金標準率の設定について
　…平成29年度適用の掛金標準率設定
 
議案第5号
共済規程の一部変更について
　…家畜共済掛金率を県下で統一
 
議案第6号
平成28年度業務収支予算の変更について
　…執行見込額32億7,445万6千円（2,416万円減）
 
議案第7号
職員退職給与規則の一部改正について
　…県職員の規則改正に伴う改正

議長を務めた菊地悟悦総代

全議案が可決承認されました

あいさつする工藤忠義組合長
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昨
年
の
大
豆
・
そ
ば
の
作
柄
は
お
お
む
ね
良

好
で
し
た
が
、
７
月
上
旬
の
降
雨
や
８
月
中
・
下

旬
の
台
風
に
よ
る
湿
潤
害
、
倒
伏
及
び
土
砂
流

入
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
近

年
は
シ
カ
等
に
よ
る
食
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
安
定
し
た
経
営
と
安
心
し
て
栽
培
で
き
る
環

境
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
大
豆
共
済
・
そ
ば
共

済
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
災
害

　
風
水
害
、
干
害
、
ひ
ょ
う
害
、
そ
の
他
気
象

上
の
原
因
（
地
震
及
び
噴
火
を
含
む
）、
火
災
、

病
虫
害
、
鳥
獣
害

収
量
を
補
償

　
災
害
に
よ
り
減
収
し
た
場
合
、
選
択
し
た
加

入
方
式
・
補
償
割
合
に
応
じ
て
共
済
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
。（
表
１
参
照
）

補
償
期
間

　
発
芽
期
（
移
植
す
る
場
合
は
移
植
期
）
か
ら

収
穫
適
期
に
刈
り
取
り
、
ほ
場
か
ら
搬
出
す
る

ま
で
の
期
間
。

 
大
豆
共
済

▼ 

掛
金
納
入
期
限

7
月
20
日

▼ 

加
入
で
き
る
の
は

白
大
豆
（
青
大
豆
含
む
）・
黒
大
豆
そ
れ
ぞ
れ

の
栽
培
面
積
が
５
㌃
以
上
の
農
家
・
生
産
組
織

※
え
だ
ま
め
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

 

そ
ば
共
済

▼ 

掛
金
納
入
期
限

7
月
20
日

（
盛
岡
地
域
セ
ン
タ
ー
管
内
は
7
月
30
日
）

▼ 

加
入
で
き
る
の
は

秋
そ
ば
の
栽
培
面
積
が
５
㌃
以
上
の
農
家
・
生

産
組
織

※
夏
そ
ば
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

自
然
災
害
に
備
え
て

大
豆
共
済・そ
ば
共
済

畑
作
物
共
済

4

Q&A よくある質問

作物 加入方式 補償割合 補償内容

大  豆

※全相殺　 ９割 農家ごとの総収穫量が、基準収穫量の１割を超える減収があった場合
に共済金を支払います。

半相殺 ８割 農家ごとに被害耕地の減収量の合計が基準収穫量の2割を超える減収
があった場合に共済金を支払います。

一　筆 ７割 耕地ごとに基準収穫量の3割を超える減収があった場合に共済金を支
払います。

そ  ば ※全相殺　 ８割 農家ごとの総収穫量が、基準収穫量の2割を超える減収があった場合
に共済金を支払います。

白大豆
青大豆

交付申請者
（選択できます） 293円 264円 234円 205円 176円 113円

申請者以外 113円
種子用大豆 477円

黒大豆 292円

そば
交付申請者

（選択できます） 450円 405円 360円 315円 270円 161円

申請者以外 161円

※全相殺方式は、基準収穫量について最近5か年の出荷数量で設定しますので、生産量のおおむね全量（95％以上）を
JAなどに出荷していることが加入の条件となります。

　交付金のうち、面積払は当年産の作付面
積により算出されますので、交付金を受ける
加入者の共済金は面積払分を控除して算出
されるほか、一定の基準を超えない引受収
量の場合、申請者以外の補償単価で引受す
ることとなります。

ご注意ください

Q  　国に「経営所得安定対策の畑作物の直接支払交
付金（以下、交付金という）」を申請しているから畑
作物共済には加入しなくてもいいのでは？

Ａ  　交付金による補償の中には「販売収入」と「数
量払」がありますが、自然災害により収量が減少
した場合の補償は含まれていません。十分な補償
が受けられるよう、畑作物共済への加入および補
償割合の高い方式の選択をおすすめしています。

Q 　 交付金の申請による補償単価の取り扱いは？

Ａ  　交付金を申請する農家としない農家では、１㎏
当たり補償単価が異なります。

  　また、種子用大豆、黒大豆は交付金の対象外と
なっていますので、それぞれの補償単価が適用さ
れます。（表２・表３参照）

【表１】 加入方式と補償割合

【表２】 大豆１㎏あたりの補償単価（平成２９年産）

【表３】 そば１㎏あたりの補償単価（平成２９年産）
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家
畜
共
済
は
、
飼
養
し
て
い
る
家
畜

が
死
亡
・
廃
用
と
な
っ
た
場
合
や
病
気

や
け
が
な
ど
で
獣
医
師
の
診
療
を
受
け

た
場
合
に
共
済
金
を
お
支
払
い
す
る
制

度
で
す
。
補
償
す
る
事
故
を
火
災
や
自

然
災
害
な
ど
特
定
の
被
害
に
限
定
す
る

「
事
故
除
外
」
を
選
択
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
今
回
は
、
種
豚
・
肉
豚
の
共

済
の
場
合
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

加
入
で
き
る
の
は

種
豚
…
生
後
6
カ
月
以
降
の
繁
殖
豚

肉
豚
…
生
後
20
日
以
降
の
肉
豚
（
離
乳

し
て
い
な
い
場
合
は
離
乳
以
降
）

補
償
対
象
と
な
る
事
故
は

種
豚
…
死
亡
、
廃
用
、
病
気
や
け
が
な

ど
に
よ
る
診
療
費

肉
豚
…
死
亡

事
故
除
外
を
選
択
す
る
と

　
補
償
す
る
事
故
を
次
の
３
つ
の
み
に

す
る
こ
と
で
掛
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

①
火
災

②
伝
染
病

　
法
定
伝
染
病
や
届
出
伝
染
病
（
肉
豚

の
場
合
は
豚
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
性

脊
髄
炎
や
ニ
パ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

限
り
ま
す
）

③
自
然
災
害

■
風
害
や
雪
害
な
ど
で
豚
舎
が
倒
壊
し

た
こ
と
に
よ
る
圧
死

■
洪
水
に
よ
る
溺
死
　
な
ど
　
　
　
　

（
気
象
観
測
資
料
な
ど
か
ら
、
事
故

の
原
因
と
な
る
自
然
災
害
が
特
定
で

き
る
場
合
）

　
事
故
除
外
方
式
を
選
択
す
る
に
は
次

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

種
豚
…
５
年
以
上
続
け
て
飼
養
し
て
い

る
こ
と

肉
豚
…
５
年
以
上
続
け
て
飼
養
し
、
当

年
の
飼
養
頭
数
が
２
０
０
頭
以

上
で
あ
る
こ
と

評
価
額
は

補
償
額
は

　
種
豚
の
補
償
額
は
、
飼
養
す
る
繁
殖

豚
の
評
価
額
の
合
計
（
共
済
価
額
）
の

２
割
か
ら
８
割
、
肉
豚
も
同
様
に
評
価

額
の
合
計
の
５
割
か
ら
８
割
の
範
囲
内

で
、
加
入
で
き
ま
す
。

種豚・肉豚
掛金が安い
事故除外もあります

家
畜
共
済

種豚（雌） 種豚（雄）
年齢 評価額 年齢 評価額

1～4才 69,000円 1～5才 177,000円

5～7才 52,000円 6～9才 112,000円

8才以上 36,000円 10才以上   48,000円

肉豚（出生後20日以降又は離乳時）

平成29年度 16,000円

表１：種豚・肉豚の１頭当たり評価額（平成 29 年度）

事故除外を
選択すると、
掛金が安く
なります。

6

「事故除外」あなたは選ぶ？選ばない？
肉豚1,000頭を加入（付保割合は8割）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

共済金支払例  ：  火災で全頭焼死した場合

共済金支払例  ：  肺炎により豚1頭が死亡した場合

事故除外を選択 事故除外を選択しない

補償額

掛金と共済金支払例

評価額の合計は  　  16,000円　     × 1,000頭 = 1,600万円（1頭あたり評価額：表1参照）

補償は 　  1,600万円        ×    80％   = 1,280万円
       （評価額の合計）　       （付保割合）　　（全損の場合、最大でこの金額まで補償します）

1,280万円 × 0.052％ ×  3ー5
                                  （掛金率）             （

2ー5 は国が負担）    

　　  + 1,280円 = 5,274円                 （賦課金）

1,280万円

補償対象外

1,280万円

16,000円 × 80％ = 12,800円

1,280万円 ×  9.67％ × 3ー5
                                  （掛金率）         （

2ー5 は国が負担） 

　 　+  64,000円 = 806,656円    　　　     （賦課金）

どっちが
いいのかな？

私が心配なのは
自然災害だけだし、
掛金も安いから
事故除外にしよう

掛金は高いけど
いろんなリスクに対応
できるから、事故除外
は選ばないでおこう

掛金

掛金は事故除外の方がはるかに安いです

ニーズにあわせて
選択しましょう

火災、自然災害はどちらの場合も共済金は支払われます

事故除外の場合、肺炎は支払対象外です
（伝染病で死亡した場合は支払対象となります）
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※朝の受付時間以外の依頼は急患を除き、当日中の往診ができないことがあります。

畜
産
物
の
生
産
に
当
た
り
、
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
考
え

方
に
対
応
し
た
飼
養
管
理
指
針

に
照
ら
し
て
適
切
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
』
が
要
件

と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
生
産
現
場
の
視
点
か
ら
見
た

場
合
で
も
、
不
要
な
ス
ト
レ
ス

が
な
い
快
適
な
環
境
下
で
健
康

的
に
飼
育
す
る
こ
と
は
、
結
果

的
に
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の

生
産
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
家
畜
の
能
力
を
発
揮
さ
せ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
生
産
性

の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
家
畜
を
飼
養
す
る
う
え
で
は
、

用
地
・
施
設
の
制
約
や
作
業
効

率
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
改
善
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
課
題
解
決
の
糸
口
は
日
々

の
観
察
や
記
録
、
家
畜
の
丁
寧

な
取
扱
い
か
ら
見
え
て
き
ま
す
。

獣
医
師
の
視
点
か
ら
も
お
手
伝

い
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
お
近
く
N
O
S
A
I

家
畜
診
療
所
へ
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

磐
井
地
域
セ
ン
タ
ー

東
磐
井
家
畜
診
療
所

盛岡地域センター 中部地域センター 磐井地域センター

胆江地域センター 北部地域センター

宮古地域センター

東南部地域センター

ご存じですか？アニマルウェルフェア

（家畜診療）TEL：019-601-8125
（人工授精）TEL：019-601-8201

TEL：019-601-6033
TEL：0197-25-6909

TEL：0198-29-4122
TEL：0191-21-5666

TEL：0193-67-3656

TEL：0195-41-1105TEL：0191-31-8400

TEL：0198-62-5322TEL：0195-66-2506
葛巻家畜診療所

北岩手家畜診療所

紫波・盛岡雫石家畜診療所 西磐井家畜診療所

東磐井家畜診療所

安あ

部べ

毅た
け

彦ひ
こ 

獣
医
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ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
は

日
本
語
で
「
動
物
福
祉
」
と
訳
さ

れ
、「
動
物
が
望
み
に
沿
っ
て
生

活
す
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
家
畜
（
産
業
動
物
）
で
は
「
快

適
性
に
配
慮
し
た
家
畜
の
飼
養

管
理
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
発
祥
の
倫
理
で
、「
食

べ
ら
れ
る
こ
と
や
、
搾
乳
な
ど
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
の
家

畜
に
対
し
、
生
き
て
い
る
間
の
苦

痛
や
ス
ト
レ
ス
を
で
き
る
だ
け

減
ら
し
て
あ
げ
よ
う
」
と
い
う
動

物
主
体
の
考
え
方
で
す
。

　
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
は
、

以
下
の
「
５
つ
の
自
由
」
に
基
づ

い
た
国
際
的
な
共
通
認
識
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①
空
腹
、
渇
き
か
ら
の
自
由

適
切
な
飼
料
（
栄
養
・
量
）

の
給
与
。
水
不
足
の
回
避
。

②
不
快
か
ら
の
自
由

快
適
な
温
度
、
換
気
、
明
る

さ
の
確
保
。
騒
音
の
回
避
。

十
分
な
飼
養
面
積
の
確
保
。

③
痛
み
、傷
、病
気
か
ら
の
自
由

け
が
や
病
気
の
予
防
や
適
切

な
治
療
。
痛
み
を
伴
う
処
置
の

緩
和
。

④
正
常
な
行
動
が
で
き
る
こ
と

の
自
由

身
繕
い
な
ど
が
で
き
る
飼
養

面
積
、
施
設
、
空
間
の
確
保
。

⑤
恐
怖
、
苦
悩
か
ら
の
自
由

ス
ト
レ
ス
・
不
安
を
感
じ
さ

せ
な
い
配
慮
。

　
日
本
国
内
で
も
多
く
の
消
費

者
が
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
を

求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

を
生
み
出
す
家
畜
た
ち
が
無
理

を
強
い
ら
れ
ず
、
快
適
な
環
境

で
、
健
康
に
飼
育
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
選
手
村
や
、
競
技
会

場
で
提
供
さ
れ
る
畜
産
物
の
調

達
基
準
に
は
『
快
適
性
に
配
慮

し
た
家
畜
の
飼
養
管
理
の
た
め
、
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奥
州
市
江
刺
区
梁や
な

川が
わ

で
羊
の
飼
育

に
よ
る
農
村
活
性
化
を
目
指
す「
梁

川
ひ
つ
じ
飼
育
者
の
会（
阿
部
文
男

会
長
・
会
員
14
名
）
」
の
事
務
局
を

務
め
る
平
野
昌
志（
69
）
さ
ん
。
高

齢
化
等
を
見
据
え
、
大
家
畜
で
は
な

く
、
草
刈
作
業
の
負
担
軽
減
対
策
を

き
っ
か
け
に
羊
を
導
入
し
、
地
域
農「地域活性化につなげたい」と話す平野さん

地
域
活
性
化
と

地
元
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

業
の
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

勉
強
と
経
験
の
積
み
重
ね

　「
羊
に
関
す
る
指
導
者
が
い
な
く

て
、
些
細
な
こ
と
で
も
全
て
が
初
め

て
で
し
た
」
と
話
す
平
野
さ
ん
。
県

南
広
域
振
興
局
や
Ｊ
Ａ
江
刺
の
協
力

も
あ
り
、
平
成
22
年
に
北
海
道
か
ら

羊
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
ゼ
ロ
か
ら
始
め
た
羊
飼
育
は
当

時
、
一
頭
当
た
り
30
㌃
を
目
安
に
し

た
草
刈
り
対
策
と
し
て
、『
が
ん
ば
れ

梁
川
草
刈
り
綿
羊
』
と
い
う
テ
ー
マ

を
掲
げ
７
戸
の
農
家
が
31
頭
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
書
籍
等
を
見
な
が
ら
独
学
で
勉
強

を
重
ね
た
同
会
は
、
発
足
か
ら
３
年

の
間
、
毎
月
定
例
会
を
開
き
、
仲
間

同
士
で
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
現
在

の
技
術
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

上
質
な
ラ
ム
肉
を
届
け
た
い

　
羊
の
種
類
は
イ
ギ
リ
ス
産
の
サ

フ
ォ
ー
ク
種
で
成
長
が
早
く
、
メ
ス

は
大
体
８
カ
月
で
80
㌔
に
な
り
ま
す
。

「
羊
は
牛
に
比
べ
て
寿
命
が
短
い
上

に
、
５
歳
ご
ろ
に
な
る
と
繁
殖
機
能

が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
繁
殖
期

間
が
短
い
の
で
、
耳
標
を
使
っ
て
管

理
し
て
い
ま
す
よ
」
と
同
会
で
は
計

画
的
に
更
新
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

約
１
０
０
頭
ま
で
飼
育
頭
数
が
増
え
、

東
京
都
内
に
向
け
て
ラ
ム
肉
を
出
荷
。

貴
重
な
国
産
ラ
ム
肉
と
し
て
、
レ
ス
ト

ラ
ン
等
15
店
舗
以
上
で
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

　「
生
産
者
側
の
考
え
だ
と
、
た
く
さ

ん
の
肉
を
売
り
た
い
と
も
思
う
ん
で

す
が
、
量
だ
け
で
は
な
く
上
質
な
肉

の
供
給
も
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
、
食

材
と
し
て
の
信
用
に
応
え
る
た
め
努

力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

地
域
活
性
化
を
目
指
す

　「
組
織
と
し
て
Ｊ
Ａ
江
刺
の
羊
部

会
も
で
き
た
の
で
、
生
産
性
と
品
質

の
向
上
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話

す
平
野
さ
ん
。「
今
後
も
内
外
で
連

携
を
深
め
な
が
ら
仲
間
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
地
元
販
売
や
加

工
品
の
開
発
も
含
め
、
た
く
さ
ん
の

人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

と
地
域
の
活
性
化
と
梁
川
ひ
つ
じ
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

いちばん星輝く岩 手 の 農 業 人

平
ひ ら

野
の

昌
ま さ

志
し

さん

奥州市・梁川ひつじ飼育者の会

耳標を使って羊を管理

羊を見回る平野さん

耳標を使って羊を管理
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小
麦
の
お
い
し
さ
味
わ
っ
て

　
西
和
賀
町
大お

お

沓く
つ

に
あ
る「
有
限
会

社
　
団だ

ん

平ぺ
い

」（
高
橋
雅
樹
代
表
）で
は
、

同
町
名
産
の
西
ワ
ラ
ビ
を
使
用
し

た
わ
ら
び
餅
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
わ
ら
び
粉
を
１
０
０
％

使
用
し
た「
極き

わ
み　

西
わ
ら
び
餅
」
は
、

き
な
粉
と
抹
茶
の
２
種
類
の
味
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、
強
い
ね
ば
り
と

つ
る
ん
と
し
た
食
感
が
好
評
で
す
。

　
同
店
で
使
用
す
る
わ
ら
び
粉
は
、

西
ワ
ラ
ビ
の
根
茎
を
十
数
回
精
製
し

て
作
ら
れ
ま
す
。
大
変
な
手
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
高
橋
代
表
は「
地
元

産
の
わ
ら
び
粉
を
１
０
０
％

使
っ
た
わ
ら
び
餅
は
全
国

的
に
も
珍
し
い
で
す
よ
」
と

P
R
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
４
月
に
は
店
舗
内
に「
わ
ら
び

餅
カ
フ
ェ
　
団
平
」
も
オ
ー
プ
ン
。

従
来
の
お
土
産
品
に
加
え
、
作
り
た

て
を
そ
の
場
で
味
わ
う
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
橋
代
表
は「
地
元
の
わ
ら
び
粉

１
０
０
％
の
わ
ら
び
餅
を
ぜ
ひ
食
べ

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝
有
限
会
社 

団

平（
℡
０
１
９
７
・
８
２
・
２
３
９
８
）

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝http://w

w
w

.
danpei.co.jp/

地
元
の
わ
ら
び
粉
１
０
０
％

盛岡地域
センター

【紫波町】

　
県
産
ナ
ン
ブ
コ
ム
ギ
を
使
っ
た
パ

ン
作
り
に
励
む
紫
波
町
江え

が
ら柄
の「
手

作
り
工
房
き
く
ぱ
ん
」（
横
沢
き
く

代
表
）
が
製
造
す
る
ベ
ー
グ
ル
が
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　「
ベ
ー
グ
ル
は
牛
乳
や
バ
タ
ー
を
使

わ
ず
に
茹ゆ

で
て
作
る
の
で
、
ナ
ン
ブ

コ
ム
ギ
の
風
味
の
良
さ
が
よ
く
分
か

り
ま
す
よ
」
と
ナ
ン
ブ
コ
ム
ギ
と
ベ
ー

グ
ル
の
相
性
の
良
さ
を
強
調
す
る
横

沢
代
表
。
添
加
物
な
ど
は
極
力
使
用

せ
ず
、
自
然
解
凍
で
出
来
た
て
の
お

い
し
さ
を
い
つ
で
も
味
わ
え
る
よ
う

に
瞬
間
冷
凍
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
人
気
商
品
は
生
地
に
同
町
産
ヒ
ト

メ
ボ
レ
を
炊
い
て
混
ぜ
た「
お
米
シ

リ
ー
ズ
」。
ナ
ン
ブ
コ
ム
ギ
の
風
味

と
ヒ
ト
メ
ボ
レ
の
モ
チ
モ
チ
食
感
が

好
評
で
す
。

　
横
沢
代
表
は
、「
よ
く
噛
ん
で
味

わ
う
こ
と
が
昔
な
が
ら
の『
食
』
の

基
本
で
す
。
ぜ
ひ
素
材
の
持
つ
本
当

の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝
手
作
り
工
房
き
く

ぱ
ん（
℡
０
１
９・６
８
１・２
３
９
３
）

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝http://kikupan.jp「レジャーや農作業の休憩にもおすすめです」

と横沢代表

「極 西わらび餅」 4個入り540円（税込）

中部地域
センター

【西和賀町】

「
お
い
し
い
わ
ら
び
餅
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」と

高
橋
代
表
と
妻
の
順
子
さ
ん

旬 だ よ り結 い の 大 地
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は
醤
油
漬
け
に
し
て
食
べ
る
の
が
お

す
す
め
と
の
こ
と
。

　
６
月
下
旬
〜
９
月
ま
で
は
畑
ワ
サ

ビ
の
茎
や
根
を
収
穫
・
出
荷
し
、
練

り
ワ
サ
ビ
の
原
料
と
し
て
加
工
さ
れ

ま
す
。
年
間
25
㌧
の
出
荷
を
目
標
に

作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
中
村
さ
ん
は「
面
積
を
拡
大
し
て

い
き
た
い
が
、
人
手
不
足
が
課
題
。

特
産
品
を
積
極
的
に
生
産
し
て
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
的
で
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝
中
村
登
さ
ん

（
℡
０
９
０
・３
６
４
４
・９
６
８
６
）

い
ま
す
。

　
野
村
さ
ん
は
、
そ
の
ま
ま
食
べ
る

だ
け
で
な
く
、
お
菓
子
や
料
理
の
薬

味
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
方
を
提

案
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
お
す
す

め
な
の
が
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
ク
リ
ー
ム

チ
ー
ズ
と
同
商
品
を
乗
せ
た
も
の

で
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
と
の
相
性
が

抜
群
で
す
。

　
今
後
は「
ハ
ニ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
」入
り

の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
と
い
っ
た
新
商

品
の
開
発
や
、
販
路
を
拡
大
す
る
こ

と
で
、
同
商
品
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や

地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝
ア
ン
ジ
ュ
の
台

所（
℡
０
１
９
５・３
４・２
５
１
７
）

　
黒
ニ
ン
ニ
ク
の
蜂
蜜
漬
け「
ハ
ニ
ー

ブ
ラ
ッ
ク
」
を
手
掛
け
る
一
戸
町
小こ

鳥ず

谷や

の「
ア
ン
ジ
ュ
の
台
所
」代
表
・

野
村
光
子
さ
ん（
70
）。
栄
養
価
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
る
黒
ニ
ン
ニ
ク
を

蜂
蜜
に
漬
け
る
こ
と
で
、
食
べ
や
す

く
ス
イ
ー
ツ
の
よ
う
に
仕
上
げ
て
い

ま
す
。

　
材
料
に
は
、
県
産
の
黒
ニ
ン
ニ
ク

と
青
森
県
産
の
蜂
蜜
を
使
用
。「
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
収
集

し
、
直
接
足
を
運
ん
で
安
全
・
安
心

な
材
料
を
選
び
ま
し
た
。
黒
ニ
ン
ニ

ク
と
蜂
蜜
の
味
の
相
性
も
吟
味
し
、

納
得
の
い
く
も
の
を
使
っ
て
い
ま

す
」
と
、
材
料
に
も
自
信
を
持
っ
て

　
特
産
の
畑は

た

ワ
サ
ビ
栽
培
に
励
む
岩

泉
町
袰ほ

ろ

綿わ
た

の
中
村
登
さ
ん（
32
）
は
、

先
輩
農
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
丁
寧
な
作
業
を
心
が
け
、
良
質

な
畑
ワ
サ
ビ
生
産
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
中
村
さ
ん
方
で
は
、
４
月
中

旬
か
ら
畑
ワ
サ
ビ
の
花
芽
の
収
穫

が
始
ま
っ
て
い
て
、
忙
し
い
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　
中
村
さ
ん
が
手
が
け
る
ほ
場
の
面

積
は
町
内
の
林
間
部
約
１
㌶
。
開
花

前
の
花
芽
を
効
率
よ
く
収
穫
す
る
た

め
に
、
ほ
場
を
見
極
め
て
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
収
穫
し
た
花
芽

花は

な

芽め

の
収
穫
が
春
の
訪
れ

幅
広
く
料
理
に
活
用

「
ハニ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
」

宮古地域
センター

北部地域
センター

【一戸町】

【岩泉町】

「季節の味をぜひご賞味ください」と中村さん

「料理の調味料にもおすすめです」と野村さん

お菓子づくりの材料としても活躍
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予
算
を
決
め
て
計
画
的
に

　
節
約
や
貯
蓄
に
つ
な
が
る
買
い
物
の
ポ
イ
ン

ト
の
一
つ
が
、
必
要
な
も
の
と
欲
し
い
も
の
を

分
け
て
考
え
る
こ
と
。
さ
ら
に
「
ひ
と
月
の
食

費
は
○
円
」
な
ど
と
予
算
を
決
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
毎
日
で
な
く
て
も

大
ま
か
で
も
良
い
の
で
、
家
計
簿
を
つ
け
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
た
と
え
数
ヶ
月
間
で

も
、
家
計
簿
を
つ
け
る
こ
と
で
毎
月
の
お
金
の

流
れ
が
把
握
で
き
、
現
実
に
即
し
た
計
画
や
予

算
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
買
い
物
に
行
く
回
数
が
多
い
と
余
計

な
物
を
購
入
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
買
い

忘
れ
で
再
び
店
に
行
か
な
い
よ
う
、
メ
モ
な
ど

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

「
エ
シ
カ
ル
消
費
」と
い
う
視
点

　
と
こ
ろ
で
、「
エ
シ
カ
ル
（
倫
理
的
）
消
費
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

環
境
、
被
災
地
の
復
興
、
途
上
国
支
援
な
ど
社

会
的
課
題
に
配
慮
し
た
消
費
の
こ
と
で
、
例
と

し
て
、
被
災
地
の
商
品
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商

品
（
生
産
者
を
支
援
す
る
た
め
適
正
な
価
格
で

継
続
取
引
さ
れ
る
商
品
）、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
商

品
、
無
添
加
住
宅
な
ど
の
購
入
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
話
題
の
「
民
泊
」
や
「
乗
用
車
の

シ
ェ
ア
」
も
、
あ
る
も
の
の
有
効
利
用
と
い
う

点
で
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

　
エ
シ
カ
ル
消
費
を
通
じ
て
「
良
い
も
の
を
購

入
し
て
長
く
大
切
に
使
う
」
と
い
う
価
値
観
は

広
が
っ
て
い
ま
す
。
買
い
物
を
す
る
時
の
一
つ
の

視
点
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

23年前から消費生活アドバイザーとして活動。
専門分野は社会保障。公益社団法人日本消
費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協
会会員、岩手県生活問題研究会会員。

横藤崇子（よこふじたかこ）

　
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
実
践
で
き
る「
節
約
術
」を
紹
介
し
ま

す
。お
答
え
い
た
だ
く
の
は
、盛
岡
市
の
消
費

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・横
藤
崇
子
さ
ん
で
す
。
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買
い
物
の
ポ
イ
ン
ト
・コ
ツ

①3年
②りんご30㌃
③ウォーキング
④自営の卸

おろしうりぎょう

売業を引退後、りんごの栽培を始めま
した。最近では管理を放棄した水田や園地が増
え、病害虫の発生源になっていると聞きます。草
刈りや薬剤防除を行うなど適正な管理に努めて
はいますが、災害で減収になった際はＮＯＳＡＩ
で農家を支えてほしいです。

①42年
②水稲400㌃
③牛の削蹄
④農作業の合間に顔見知りの畜産農家へ牛の削
蹄に行きます。若い頃は、腕を磨きに県外へ行っ
たこともありますよ。牛相手の力仕事ですが、依
頼してくれた方から頼りにされていると思うと励
みになりますね。共済部長としても、これからも
地区の皆さんから頼りにされるよう頑張ります。

佐さ

さ々

木き 

茂つ
と
む

さ
ん（
82
）

宮み
や

本も
と 

俊と
し

夫お

さ
ん（
82
）

盛
岡
市

　古ふ
る

川か
わ

地
区

陸
前
高
田
市

　米よ
ね

崎さ
き

地
区

①共済部長歴  ②経営内容  ③趣味  ④一言
県内の頼れる共済部長さんを紹介しますNOSAIの輪
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農
政     

前
線

生
産
資
材
価
格
引
き
下
げ
へ

事
業
再
編
な
ど
を
後
押
し

最

競
争
力
強
化
法
案
ま
と
ま
る

　
政
府
は
、
生
産
資
材
価
格
の
引
き
下
げ
と

農
業
者
に
有
利
な
流
通
・
加
工
の
構
造
改
革

を
後
押
し
す
る
た
め
、「
農
業
競
争
力
強
化
支

援
法
案
」
を
ま
と
め
た
。
昨
年
11
月
の
「
農

業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
く
農
政

改
革
関
連
法
案
の
目
玉
で
、
国
の
責
務
や
講

ず
べ
き
施
策
を
定
め
る
と
と
も
に
、
農
業
資
材

な
ど
関
連
業
界
に
事
業
再
編
・
参
入
を
促
す

支
援
措
置
な
ど
を
規
定
す
る
。
た
だ
、
法
案

に
は
農
家
や
農
業
団
体
へ
の
努
力
規
定
も
盛
り

込
ま
れ
、
国
に
よ
る
過
度
な
介
入
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
と
の
懸
念
も
あ
る
。
真
に
農
家
の
た

め
に
な
る
改
革
の
実
現
に
は
、
生
産
現
場
の
主

体
的
・
自
主
的
な
活
動
の
尊
重
が
大
前
提
だ
。

直
販
や
見
え
る
化
な
ど
推
進

　
法
案
で
は
、農
業
者
の
所
得
向
上
に
向
け
、

国
が
講
ず
べ
き
施
策
と
し
て
、
規
制
・
規
格

の
見
直
し
や
良
質
低
廉
な
農
業
資
材
の
開

発
、
農
産
物
の
消
費
者
へ
の
直
接
販
売
な
ど

の
促
進
を
挙
げ
た
。
農
業
資
材
・
農
産
物
の

取
引
条
件
な
ど
の
「
見
え
る
化
」
も
規
定
す

る
。
事
業
再
編
・
事
業
参
入
を
促
す
支
援
措

置
は
、
農
相
な
ど
の
計
画
認
定
を
要
件
に
、

事
業
者
に
対
し
、
農
林
漁
業
成
長
産
業
化
支

援
機
構
か
ら
の
出
資
な
ど
の
金
融
支
援
、
税

制
面
の
特
例
措
置
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
と

す
る
。

　
農
林
水
産
省
は
、
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に

資
材
供
給
や
農
産
物
流
通
な
ど
を
調
査
し
、

施
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。
附
則
に
は
、

政
府
は
施
行
か
ら
１
年
以
内
に
実
態
を
調
べ
、

２
年
以
内
に
必
要
な
追
加
措
置
を
講
じ
る
旨

も
盛
り
込
ん
だ
。

農
家
・
団
体
に
努
力
義
務

　
問
題
は
、
農
業
者
等
の
努
力
規
定
を
設
け

た
第
５
条
だ
。
農
業
者
は
農
業
資
材
の
調
達

や
農
産
物
の
出
荷
・
販
売
に
際
し
「
有
利
な

条
件
を
提
示
す
る
農
業
生
産
関
連
事
業
者
と

の
取
引
を
通
じ
て
、
農
業
経
営
の
改
善
に
取

り
組
む
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と
明
記
。

農
業
者
が
組
織
し
、
農
業
生
産
資
材
関
連
事

業
を
行
う
団
体
に
も
「
農
業
者
の
農
業
所
得

の
増
大
に
最
大
限
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
」
と
し
た
。

　
政
府
は
、
同
法
案
と
と
も
に
、
稲
・
麦
・
大

豆
の
種
子
に
特
化
し
て
都
道
府
県
に
生
産
・

普
及
を
義
務
付
け
る
「
主
要
農
作
物
種
子
法
」

と
、
農
業
機
械
の
性
能
な
ど
の
検
査
実
施
を

定
め
る
「
農
業
機
械
化
促
進
法
」
を
廃
止
す

る
法
案
も
決
定
。
国
会
は
３
法
案
を
一
括
審
議

す
る
。

自
主
・
自
立
の
尊
重
を

　
農
業
所
得
の
増
大
に
向
け
、
生
産
資
材

価
格
の
引
き
下
げ
と
流
通
・
加
工
構
造
の
改

革
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
特
に
Ｊ
Ａ
の
取

り
組
み
強
化
は
欠
か
せ
な
い
。
た
だ
、
農
業

者
や
Ｊ
Ａ
を
名
指
し
す
る
よ
う
な
努
力
規
定

は
、
農
業
者
の
経
営
や
協
同
組
合
に
対
す
る

政
府
に
よ
る
過
剰
な
介
入
と
の
批
判
が
噴
出

し
て
い
る
。「
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
」
だ

か
ら
こ
そ
、
政
府
は
農
家
組
合
員
に
よ
る
自

主
・
自
立
の
改
革
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
農
家
は
自
ら
の
判
断
と
責
任
で
営

農
を
続
け
て
い
る
。
そ
こ
に
は
経
済
的
な
損

得
勘
定
だ
け
で
は
な
く
、
信
頼
や
地
域
的
な

関
わ
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
判
断
基
準
が
あ

る
。
農
家
の
主
体
性
や
自
立
性
を
最
大
限
尊

重
す
べ
き
で
、
農
林
水
産
省
を
は
じ
め
政
府

が
、
画
一
的
な
基
準
を
押
し
付
け
て
は
な
ら

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
農
業
共
済
新
聞
編
集
室
）

　「感謝の言葉をかけてくれ
るお客様のためにも、仕事を
頑張りたいです」と話すのは、
ＪＡいわて平泉の平泉支店に
勤務する三浦郁美さん。てき
ぱきと仕事をこなせる女性を
目指し、向上心を持って働い
ています。
　中学生の時から郁美さん
は、バレーボールチーム「パナ
ソニック・パンサーズ」を応援。
試合観戦では大好きな選手
のユニホームを着て熱い声援
を送ります。
　農作業の繁忙期は、家の苗
箱運びや稲刈りなどを手伝っ
ていて「お米を作る苦労がわ
かるだけに、仕事を通して生
産者を支えていきたいです」と
話してくれました。

大好き野菜料理郁美さんの

●ジャガイモとニンジンの
　ポトフ
●ナスの煮びたし

な
でし
こ

私
も
農
家
の

サ
ポ
ー
タ
ー

三み

う

ら浦 

郁い

く

み美
さ
ん（
19
）

平
泉
町
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＊
藤
原
政
子
さ
ん
の
作
っ

て
い
る
豆
餅
、
ぜ
ひ
自
分

で
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
上
手
に
で
き

る
か
な
？

 

【
盛
岡
市

　
S
さ
ん
】

＊
積
雪
を
生
か
し
て
ニ
ン
ジ
ン
作
り
に
励
ん
で
い
る
若

夫
婦
の
笑
顔
と
っ
て
も
い
い
で
す
ね
。
ガ
ン
バ
レ
！

 

【
花
巻
市

　
M
さ
ん
】

＊
イ
チ
ゴ
栽
培
、
大
変
で
す
よ
ネ
。
今
年
か
ら
露
地
栽

培
で
す
が
、
孫
た
ち
の
た
め
に
や
っ
て
み
よ
う
か
と
思

い
ま
す
。 

【
奥
州
市

　
K
さ
ん
】

＊
表
紙
の
ご
家
族
さ
ま
を
い
つ
も
う
ら
や
ま
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
特
に
お
孫
さ
ん
と
一
緒
な
の
は
憧
れ
で

す
。 

【
遠
野
市

　
K
さ
ん
】

＊
私
も
最
近
ま
で「
す
り
こ
ぎ
」
は
分
か
っ
て
い
ま
し

た
が「
か
ら
げ
」
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
ず
、
読
ん
で
い

て
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
瓢

ひ
ょ
う
た
ん箪

っ
て
漢
字
を

書
い
た
り
絵
を
書
い
た
り
と
学
習
方
法
も
あ
る
ん
で
す

ネ
。
今
回
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
見
て
い
て
、
瓢
箪
は
お
酒

を
入
れ
た
り
す
る
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
。

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

【
一
関
市

　
H
さ
ん
】

＊
知
っ
て
得
す
る
診
療
所
通
信
を
読
ん
で
、
オ
プ
シ
ン

と
い
う
言
葉
を
知
り
ま
し
た
。
面
白
い
で
す
ね
。
1
人

1
人
見
て
い
る
夕
日
の
色
が
微
妙
に
違
う
か
も
し
れ
な

い
と
は
、
驚
き
ま
し
た
。 

【
一
関
市

　
S
さ
ん
】

＊
北
上
や
宮
古
で
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
る
若
い
農
業
者
が
い
る
こ
と
に
感
銘
し
ま
し
た
。

紅
ほ
っ
ぺ
、
や
よ
い
ひ
め
、
章
姫
な
ど
、
県
内
に
出
荷

さ
れ
て
買
う
こ
と
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

 

【
軽
米
町

　
E
さ
ん
】

盛岡地域センター
葛巻家畜診療所

中部地域センター
収穫共済課

北部地域センター
家畜課

盛 岡 盛 岡

本 所本 所

中 部中 部 中 部

盛 岡 盛 岡

北 部 宮 古 東南部

磐 井 胆 江

盛岡地域センター
盛岡・紫波支所 総務係

中部地域センター
家畜課

宮古地域センター
事業課

本所
経理課

中部地域センター
資産共済課

東南部地域センター
総務課

本所
収穫共済課

盛岡地域センター
北岩手支所 資産共済課

盛岡地域センター
家畜課

磐井地域センター
資産共済課

胆江地域センター
企画情報課

菊
き く

地
ち

　智
と も

景
あ き

藤
ふ じ

原
わ ら

　　望
のぞみ

中
な か

軽
か る

米
ま い

有
ゆ う

希
き

鎌
か ま

田
た

　まな

平
ひ ら

賀
か

　勝
か つ

也
や

畠
はたけ

山
や ま

　卓
た く

也
や

四
よ っ か い ち

日市あみ

佐
さ

藤
と う

　未
み

来
き

米
よ ね

山
や ま

　夏
な つ

七
な

田
た

屋
や

　美
み

春
は る

千
ち

葉
ば

　　一
はじめ

佐
さ

々
さ

木
き

映
あ き

香
か

菅
す が

原
わ ら

　舞
ま

羽
う

及
お い

川
か わ

　春
は る

香
か

奥州市出身

花巻市出身

八幡平市出身

雫石町出身

北上市出身

陸前高田市出身盛岡市出身

奥州市出身

静岡県浜松市出身盛岡市出身

一関市出身 盛岡市出身

一関市出身 奥州市出身

新
採
用
職
員
紹
介

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！
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共
済
掛
金
は

口
座
振
替
で

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
現
金
納
入
に

か
か
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
共
済
掛
金
等
を
「
口
座
振

替
」
で
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
現
金
ま
た
は
振
込
で
納
入
し
た

場
合
、
組
合
よ
り
加
入
内
容
等
の

確
認
の
通
知
が
届
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
ご
回

答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
は

早
め
の
連
絡
を

■
家
畜
の
異
動
報
告

・
子
牛
が
出
生
、
牛
を
譲
渡
（
売

却
）・
導
入
し
た
と
き

・
育
成
牛
が
加
入
月
齢
（
生
後
６

カ
月
）
に
達
し
た
と
き

・
家
畜
が
死
亡
ま
た
は
廃
用
に

な
っ
た
と
き

　
こ
れ
ら
の
届
け
出
が
な
か
っ
た

場
合
、
共
済
金
の
減
額
や
支
払
い

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
異
動
月
日
は
家
畜
改

良
セ
ン
タ
ー
（
牛
個
体
識
別
情

報
）
へ
届
け
出
る
月
日
と
一
致
す

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
ハ
ウ
ス
事
故
、
建
物
の
物
件
や

農
機
具
の
機
種
に
変
更
や
事
故

が
あ
っ
た
と
き

　
報
告
が
遅
れ
ま
す
と
共
済
金
を

お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
名
義
の
変
更

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
、
住
所
を
変
更

し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
の
際
は
金
融
機
関
に

登
録
し
て
い
る
印
鑑
と
ご
加
入
の

共
済
証
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

建
物
・
農
機
具
共
済
の
み

に
加
入
さ
れ
る
方
へ

　
建
物
・
農
機
具
共
済
の
み
に
ご

加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
営
農

状
況
等
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
新
規
及
び
継
続
加
入
の
際
に
、

「
加
入
申
込
書
」
も
し
く
は
「
資

格
要
件
確
認
書
」
に
ご
記
入
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
平
成
29
年
3
月
31
日
付
け
で
16

名
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

■
本
所

　
阿
部
俊
文
（
参
事
）

　
佐
藤
吉
昭
（
総
務
部
長
）

■
盛
岡
地
域
セ
ン
タ
ー

　
佐
々
木
俊
昭
（
北
岩
手
支
所
長
）

　
菅
野
安
彦

　（
総
括
診
療
所
長
兼
紫
波・盛
岡
雫
石
家
畜
診
療
所
長
）

■
中
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
高
橋
正
勝
（
収
穫
共
済
課
総
括
課
長
）

■
胆
江
地
域
セ
ン
タ
ー

　
髙
橋
章
夫
（
セ
ン
タ
ー
長
）

　
小
島
賢
也
（
総
務
総
括
課
長
）

■
磐
井
地
域
セ
ン
タ
ー

　
佐
藤
均
（
セ
ン
タ
ー
長
）

　
岩
渕
嘉
之
（
収
穫
共
済
課
総
括
課
長
）

　
佐
藤
信
夫
（
資
産
共
済
課
総
括
課
長
）

　
熊
谷
大
（
東
磐
井
家
畜
診
療
所
長
）

　
熊
谷
登
（
家
畜
課
長
兼
家
畜
診
療
所
長
）

■
宮
古
地
域
セ
ン
タ
ー

　
鍬
形
久
志
（
セ
ン
タ
ー
長
）

■
北
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
齋
藤
宏
八
（
セ
ン
タ
ー
長
）

　
日
形
井
貞
一
（
総
括
課
長
）

　
中
村
雅
浩
（
収
穫
共
済
課
副
主
幹
）

NOSAIか ら の お 知 ら せ

?家畜共済：種豚・肉豚の共済で事故除外を選択するに
は○年以上続けて飼養していることが条件です。
○にあてはまる数字をお答えください。

（ヒント：6ページ参照）

●応募方法
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選で10
名に図書カードをプレゼントします。当選者は次号で発表します。
●応募締切　平成29年6月15日（当日消印有効）
●応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡一丁目10-50
　　　　　　  NOSAIいわて「クイズ」係
●記　　入
①答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見・感想・質問などご自由にお書きください。(氏名
を省略し本紙に掲載させていただく場合がございます)
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と広報紙作成の参考意見とす
る以外の目的に利用しません。

【3月号の答え】 「１０（㌃）」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

【3月号の当選者】 今松文子さん（岩手町）、柏葉美好さん（北上市）、吉見
祐子さん（奥州市）、佐々木行夫さん（奥州市）、小野寺耕一さん（一関市）、
菅原博子さん（一関市）、佐々木絵里さん（遠野市）、金澤洋子さん（岩泉町）、
安ヶ平ハナエ子さん（二戸市）、川口正雄さん（軽米町）

問 題 Q u e s t i o n
N IS イO クA ズ

住田町世田米　泉田　大さん、舞さんのお子さん

今
月
の
表
紙

　代々続く酪農家で仲良く元気に暮らしてい
る４姉弟。昨年から始めたピアノをがんばって
いる咲さん、おままごとや図工に夢中の桜ちゃ
ん、「ごはん大好き！」と笑顔の結ちゃん。普段
から３人はすすんで大好きな牛のお世話をし
ています。純くんはまだ牛のお世話はできま
せんが、いつもお姉ちゃんたちの後を追って元
気いっぱいです。ご両親は「子供たちがやりた
いと思っていることをおもいっきりやらせてあ
げたい。これからも４人仲良くね」と４人の成
長を温かく見守っています。

泉
いずみ

田
た

咲
さ き

さん（７歳・中右）桜
さくら

ちゃん（５歳・右）

結
ゆ い

ちゃん（３歳・中左）純
じゅん

くん（１歳・左）

いずみ た さ き さくら

詳
細
に
つ
い
て
は
、お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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レタス 
1玉

パン粉 
1カップ

ハーブ入りウインナー 1本

ニンニク 
1片

オリーブ 
40g

レーズン 
20g

オリーブオイル 大さじ3

材料 ( １玉分 )

レ
タ
ス

丸
ご
と
焼
き

レ
タ
ス
を
主
役
に
1
玉
ぺ
ロ
リ

野菜ソムリエ上級プロ

小原　薫
（おはら　かおる）

盛岡市生まれ。ＩＢＣラ
ジオ「野菜の気持ち」
のパーソナリティーを

務め、各地で料理指導やレストランのレシ
ピ開発、食に関する講演会も行う。農業共
済新聞「岩手版」でレシピ連載中。

❶
ニ
ン
ニ
ク
は
み
じ
ん
切
り
、
ウ
イ
ン
ナ
ー

は
薄
い
輪
切
り
に
す
る
。

❷
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル（
大
さ

じ
1
）、
ニ
ン
ニ
ク
を
入
れ
て
火
に
か
け
、
香

り
が
た
っ
た
ら
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
加
え
て
炒
め
、

パ
ン
粉
、
オ
リ
ー
ブ
、
レ
ー
ズ
ン
を
加
え
、
パ

ン
粉
が
キ
ツ
ネ
色
に
な
る
ま
で
炒
め
る
。

❸
耐
熱
皿
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
薄
く
塗
り
、

レ
タ
ス
を
置
い
て
、
葉
を
や
さ
し
く
広
げ
て

中
心
ま
で
広
げ
た
ら
、
❷
を
少
し
ず
つ
入
れ

て
は
戻
し
な
が
ら
葉
を
巻
い
て
い
く
。

❹
レ
タ
ス
を
広
げ
る
前
の
形
に
戻
し
た
ら
、

上
か
ら
残
り
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
か
け
、

1
8
0
度
の
オ
ー
ブ
ン
で
25
分
焼
く
。

　レ
タ
ス
は
ふ
ん
わ
り
と
し
た
巻
き
の
柔
ら

か
い
も
の
を
選
ん
で
、
そ
っ
と
は
が
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
葉
が
破
れ
て
も
元
に
戻
し
な

が
ら
巻
い
て
い
け
ば
O
K
。

作
り
方

ひ
と
手
間
ポ
イ
ン
ト

含有量は少ないながらもビタミン類、ミネラル分、
食物繊維などを幅広く含みます。足りない栄養を
プラスするのに添えたい野菜です。

レタス

〒020‒0053 盛岡市上太田細田28‒8
TEL：019‒659‒3905

●盛岡・紫波支所
〒028‒3605 矢巾町大字間野々3‒160
TEL：019‒697‒3109

●北岩手支所
〒028‒4125 盛岡市好摩字上山3‒38
TEL：019‒682‒2661

盛岡地域センター

〒025‒0025 花巻市下根子821
フリーダイヤル 0120-28-5201

●西和賀出張所
〒029‒5503 西和賀町清水ヶ野18‒203
TEL：0197‒84‒2133

中部地域センター

〒029‒0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65‒60
TEL：0191‒23‒3072

磐井地域センター

〒028‒6506 九戸村大字山屋2‒25‒1
TEL：0195‒41‒1101

北部地域センター

〒020‒0857 盛岡市北飯岡一丁目10‒50
TEL：019-601-7491

本所
〒023‒0023 奥州市水沢区字八反町52-1
TEL：0197‒25‒6631

胆江地域センター
〒027‒0203 宮古市津軽石13‒488‒1
TEL：0193‒67‒2231

●下閉伊北部出張所
〒027‒0501 岩泉町岩泉字天間17‒1
TEL：0194‒22‒2643

宮古地域センター

〒028‒0542 遠野市早瀬町2‒4‒13
TEL：0198‒62‒2556

●気仙支所
〒022‒0006 大船渡市立根町字岩脇1‒3
TEL：0192‒27‒5521

●釜石出張所
〒026‒0301 釜石市鵜住居町10‒30‒1

（旧釜石北高校跡地仮設事務所）
TEL：090‒4634‒5557

東南部地域センター

発
行

  岩
手

県
農

業
共

済
組

合
  発
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日

  平
成
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年

5
月

15
日

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
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結
い
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県下一律に
臨時総代会………………2
自然災害に備えて
畑作物共済………………4




